
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
各
種
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
特
化
し
、

そ
の
利
活
用
に
つ
い
て
調
査
・

検
討
す
る
た
め
、
平
成
19
年
２

月
に
策
定
し
ま
し
た
。

収
集
し
た
調
査
結
果
や
各
種

デ
ー
タ
、
あ
る
い
は
収
支
検
討

な
ど
の
内
容
に
よ
る
と
、
ペ
レ
ッ

ト
製
造
や
コ

(

※)

ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
発
電
な
ど
、
庄
原
森
の
バ
イ

オ
マ
ス
産
業
団
地(

ク
ラ
ス
タ
ー)

構
想
の
中
核
を
成
す
各
種
事
業

を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
製

材
事
業
の
成
立
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
製
材
事
業
の
成
立

を
中
心
に
、
各
種
事
業
の
具
体

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
発
電

発
電
と
と
も
に
発
生
す
る
廃
熱

を
有
効
に
活
用
す
る
自
家
発
電
シ

ス
テ
ム
。

●
ビ
ジ
ョ
ン
の
主
な
内
容

重
点
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
主
に
以

下
の
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。①

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
を
巡

る
政
策
動
向

②
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
に
関

す
る
庄
原
市
の
状
況

③
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
事
業

の
先
進
事
例

④
庄
原
市
で
取
り
組
み
可
能

な
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
事

業
の
検
討

⑤
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
団
地

(

ク
ラ
ス
タ
ー)

構
想
の

実
現
に
向
け
て

⑥
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
団
地

(

ク
ラ
ス
タ
ー)

構
想
の

中
心
と
な
る
木
材
関
連
事

業
の
成
立
可
能
性
検
討

広報しょうばら 2007.06�
����������バ

イ
オ
マ
ス
関
連
事
業
に
か
か
る
高
コ
ス
ト
構
造
を
低
減
で
き
れ
ば
、
こ
の
事
業
に
お
け
る
庄
原

市
の
強
み
を
さ
ら
に
活
か
せ
、
地
域
の
活
性
化
策
・
環
境
へ
の
貢
献

(

森
林
保
全
・
温
暖
化
ガ
ス
削

減
な
ど)

と
し
て
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

■
ペ
レ
ッ
ト
製
造
事
業

【
森
林
整
備
の
促
進
】

・
５
０
０
ｔ
の
ペ
レ
ッ
ト
製
造

に
は
間
伐
材
な
ど
を
１
、０

０
０
ｔ
程
度
利
用
し
ま
す
。

・
間
伐
作
業
が
収
入
に
つ
な
が

る
こ
と
で
、
林
業
関
係
者
の

伐
採
意
欲
が
向
上
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

【
林
業
振
興
】

・
ペ
レ
ッ
ト
製
造
事
業
者
だ
け

で
な
く
、
山
林
所
有
者
・
素

材
生
産
業
者

(

伐
採
業
者
・

森
林
組
合)

に
も
一
定
の
利

益
が
還
元
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

←
次
頁
へ
続
く

庄
原
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
重
点
ビ
ジ
ョ
ン

2

広報しょうばら 2007.06 �
製
材
や
ペ
レ
ッ
ト
製
造
な
ど
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
を
は

じ
め
と
す
る
木
材
関
連
事
業
を
、
市
域
内
に
集
積
す
る
こ
と

で
イ
ン
フ
ラ
や
労
働
力
、
販
路
、
調
達
先
な
ど
を
互
い
に
補

完
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
製
材
所
か
ら
出
る
残
材
は
、
ペ
レ
ッ
ト
製
造
の

原
料
や
ガ
ス
化
発
電
の
燃
料
な
ど
に
利
用
し
、
発
生
す
る
電

気
や
熱
を
製
材
所
や
ペ
レ
ッ
ト
製
造
工
場
で
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
市
内
で
一
連
の
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
で
、
資

源
を
有
効
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
結
果
と
し
て
事
業
の
低

コ
ス
ト
化
、
高
付
加
価
値
化
、
さ
ら
に
は
事
業
機
会
の
拡
大

な
ど
に
よ
る
採
算
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
の
流
れ
を
図
式
化
し
た
も
の
が
、
庄
原
森
の
バ
イ
オ
マ

ス
産
業
団
地

(

ク
ラ
ス
タ
ー)

構
想
で
す
。

※
ク
ラ
ス
タ
ー
と
は

ぶ
ど
う
の
房
の
意
味
で
、
こ
こ
で
は
各
事
業
が
ぶ
ど
う
の
房
の

よ
う
に
相
互
に
関
連
さ
せ
て
、
一
つ
の
集
合
体
と
な
る
こ
と
を
指

し
て
い
ま
す
。

市が策定した ｢みどりの環｣ 経済戦略ビジョン・幸せ倍増計画は､ 庄原市の ｢強み・強い分野｣
である農村・農林業資源を背骨に農林業と第２・第３次産業が一体になった域内経済循環を作り
出し､ 市民所得を向上させ､ 安定した､ 安心の暮らしを実現しようとする計画です｡
広大な森林を有する庄原市では､ そこに存在する豊富な木質バイオマス(※)を資源として有効活
用することで､ 新産業創出や林業振興､ さらには循環型社会の構築を実現しようと考えており､
｢木質バイオマス活用プロジェクト｣ として様々な取り組みを検討しています｡

※木質バイオマスとは
｢バイオマス｣ とは､ 生物資源 (bio) の量 (mass) を表す言葉であり､ ｢再生可能な､ 生物由来の有

機性資源 (化石燃料は除く)｣ のことを呼びます｡ そのなかで､ 木材からなるバイオマスのことを ｢木質
バイオマス｣ と呼びます｡
木質バイオマスには､ 主に､ 樹木の伐採や造材のときに発生した枝､ 葉などの林地残材､ 製材工場など

から発生する樹皮やのこ屑などのほか､ 住宅の解体材や街路樹の剪定枝などの種類があります｡
(林野庁ホームページから抜粋) ����

強
み������合

併
に
よ
り
誕
生
し
た
新
庄
原
市
は
、
１
、２
４
６
・
６�(

香
川
県
の
お
よ
そ
３
分
の
２)

と
い

う
広
大
な
面
積
で
す
が
、
実
に
そ
の
８
割
が
森
林
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
庄
原
市
が
豊
富
な
資
源
を
有
し
て
い
る
、
つ
ま
り

｢

強
み｣

を
持
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
ま
ち
づ
く
り
に
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

市
は
、
こ
の

｢

強
み｣

を
生
か
し
て
既
存
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
事
業
を
活
性
化
し
、
さ
ら
に

は
新
規
事
業
な
ど
を
創
出
す
る
た
め
、
市
内
で
一
連
の
流
れ
を
構
築
で
き
な
い
か
検
討
し
、｢

庄
原
森

の
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
団
地

(

ク
ラ
ス
タ
ー)

構
想｣

と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
構
想
を
実
現
す
る
た
め
の
調
査
・
研
究
を
行
い
、｢

庄
原
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
重
点

ビ
ジ
ョ
ン｣

と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

庄
原
森
の
バ
イ
オ
マ
ス

産
業
団
地(

ク

(

※)

ラ
ス
タ
ー)

構
想

1
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近
年
、
高
齢
化
や
林
業
の
衰

退
な
ど
に
よ
り
、
森
に
手
が
入

ら
な
く
な
っ
た
こ
と
で
里
山
の

荒
廃
が
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
道
州
制
の
議
論
が
本
格
化

し
、
今
後
地
域
が
自
立
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
中
、
庄

原
市
の
広
大
な
森
林
資
源
を
活

用
す
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で

す
。現

在
、
東
南
ア
ジ
ア
で
森
林

の
伐
採
が
禁
止
さ
れ
、
日
本
に

輸
入
さ
れ
る
木
材
は
北
欧
が
中

心
で
す
が
、
少
し
ず
つ
外
国
産

材
の
価
格
も
上
昇
し
、
国
産
材

が
見
直
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
防
止
や

ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
に
よ
っ

て
、
代
替
燃
料
と
し
て
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
は
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

な
ど
の
植
物
を
発
酵
さ
せ
、
蒸

留
し
て
製
造
し
て
い
ま
す
が
、

農
産
物
を
燃
料
に
利
用
す
る
こ

と
で
、
穀
物
相
場
の
価
格
が
上

が
る
な
ど
問
題
点
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
製
材
か
ら
出
た

廃
材
や
間
伐
材
、
稲
わ
ら
、
も

み
殻
な
ど
、
現
在
廃
棄
し
て
い

る
農
林
業
の
副
産
物
を
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
と
し
て
活
用
で
き

れ
ば
、
里
山
が
再
生
す
る
と
考

え
、
大
学
で
も
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

里
山
が
き
れ
い
に
な
れ
ば
、

キ
ノ
コ
や
山
菜
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
生
物
資
源
が
新
た
に
生
ま

れ
て
き
ま
す
。
庄
原
市
の
豊
か

な
自
然
を
将
来
に
わ
た
っ
て
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
は
、
市
民
の

役
割
で
す
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

を
活
用
す
る
こ
と
は
と
て
も
意

味
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
里

山
を
守
る
意
識
を
強
く
持
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
で
も
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
活
用
や
里
山
の
再
生
方

法
を
各
方
面
か
ら
検
討
し
て
い

き
、
新
た
な
提
案
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

★

｢

み
ど
り
の
環｣

経
済
戦
略

ビ
ジ
ョ
ン
、
庄
原
市
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
重
点
ビ
ジ
ョ
ン
、
庄
原
市

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
つ

い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

������������������������
�������������問

い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
企
画
係

�(

０
８
２
４)

７
３-

１
１
１
４

農
林
振
興
課
振
興
係

�(

０
８
２
４)

７
３-

１
１
３
２

広広報報ししょょううばばらら 22000077..0066�

���������
ＳＡＲＵプロジェクト会議
森 永 力議長

県立広島大学 生命環境学部長・生命環境学部教授
ＳＡＲＵプロジェクト会議のSARUは里山ルネッサ
ンスの略｡ 平成18年度から会議の議長を務め､ 里山
の再生方法などを議論しています｡

■
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
発
電

【
産
業
の
振
興
】

・
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
装

置
を
導
入
し
た
事
業
者
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
抑
制
が

実
現
す
る
た
め
、
事
業
性
の

向
上
・
関
係
す
る
事
業
者
へ

の
好
影
響
が
期
待
で
き
ま
す
。

■
エ
タ
ノ
ー
ル
抽
出
な
ど

【
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
に
関
連

す
る
技
術
・
知
見
の
地
域
へ

の
蓄
積
】

・
先
進
的
な
バ
イ
オ
マ
ス
利
活

用
に
関
連
す
る
技
術
・
知
見

を
保
有
す
る
事
業
が
地
域
で

展
開
さ
れ
る
こ
と
で
、
周
辺

産
業
・
地
元
事
業
者
に
と
っ

て
も
新
規
事
業
に
つ
な
が
る

刺
激
と
も
な
り
え
る
ほ
か
、

関
係
す
る
事
業
・
人
材
の
集

積
と
い
う
効
果
も
期
待
で
き

ま
す
。

■
各
事
業
共
通

【
地
球
環
境
へ
の
貢
献
】

・
灯
油
な
ど
の
化
石
燃
料
か
ら

再
生
可
能
な
バ
イ
オ
マ
ス
燃

料
へ
の
代
替
が
進
む
こ
と
に

よ
り
、
地
球
温
暖
化
ガ
ス
の

排
出
削
減
・
化
石
燃
料
の
使

用
削
減
に
貢
献
し
ま
す
。

【
環
境
貢
献
活
動
の
促
進
】

・
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
事
業
と
し
て

地
域
の
ス
タ
ン
ス
を
示
す
こ

と
で
、
市
民
に
よ
る
他
の
環

境
貢
献
活
動

(

省
エ
ネ
・
廃

油
再
利
用
・
里
山
整
備
な
ど)

に
も
好
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

【
地
域
の
知
名
度
向
上
】

・
先
進
的
に
未
利
用
バ
イ
オ
マ

ス
の
利
活
用
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
一
定
の
Ｐ
Ｒ
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

・
バ
イ
オ
マ
ス
活
動
で
知
名
度

が
上
が
っ
た
岡
山
県
真
庭
市

で
は
、
こ
れ
ま
で
１
万
人
以

上
の
視
察
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に

つ
い
て
は
、
広
報
し
ょ
う
ば
ら

３
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、

地
域
の
未
利
用
資
源
を
有
効
活

用
し
、
資
源
循
環
型
社
会
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
平

成
19
年
１
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

１
月
31
日
に
は
、
県
内
で
最

初
の
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
と
し

て
、｢

バ
イ
オ
マ
ス
・
ニ
ッ
ポ

ン
総
合
戦
略
推
進
会
議｣

か
ら

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

◆
構
想
の
柱

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
有
効
に

利
活
用
し
た
資
源
循
環
シ
ス

テ
ム
の
構
築

・
土
づ
く
り
を
基
本
と
し
た
資

源
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築

◆
構
想
の
目
標

・
家
畜
排
泄
物
や
製
材
残
渣
な

ど
の
廃
棄
物
系
バ
イ
オ
マ
ス

を
90
％
以
上
利
活
用
す
る
。

・
間
伐
材
や
稲
わ
ら
な
ど
の
未

利
用
系
バ
イ
オ
マ
ス
を
40
％

以
上
利
活
用
す
る
。

◆
期
待
さ
れ
る
効
果

・
資
源
循
環
型
の
地
域
生
活
、

経
済
シ
ス
テ
ム
の
構
築

・
森
林
適
正
管
理
に
よ
る
温
室

効
果
ガ
ス
吸
収
源
の
確
保

・
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量

削
減

・
地
域
へ
の
経
済
波
及
効
果

・
環
境
意
識
の
向
上

■
具
体
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
構

想
や
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
で
は
、
目

指
す
べ
き
目
標
や
事
業
化
な
ど

を
提
案
し
て
お
り
、
今
後
は
、

こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

平
成
19
年
度
で
は
、
公
共
施

設
な
ど
へ
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
導
入
、
東
城
温
泉
施
設

(

リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ウ
ス
東
城)

へ

の
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
導
入
、

さ
ら
に
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
か

ら
の
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
に
関
す

る
実
証
実
験
の
支
援
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
具
体
的
事
業
化
を

検
討
す
る｢

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議｣

を
は
じ
め
、
関
係

団
体
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
連

携
し
な
が
ら
、
各
種
取
り
組
み

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

広報しょうばら 2007.06 �

庄
原
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
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